


ベヒシュタイン・ジャパンが共催するノアンフェスティバル ショパン インジャパン ピアノコンクールは、
他と同様にコンクールではありますが、特徴的な点はもし特別賞を受賞されると、貴方がノアンへと招
待されるところにあります。
この地は1839-1846年にかけてショパンの傑作が生み出された歴史的な場所です。

あなたがピアニストとしてのキャリアを目指す若いピアニストであっても、もしくは我 と々同様にショパン
を愛するピアノ愛好家であったとしても、みな参加をすることが可能であり、2つの主要な賞を獲得する
チャンスがあります。
若いソリストを含む《ピアノ演奏家》部門では一週間のマスタークラスへの参加と、1966年に創設され、
ルービンシュタインやキーシンをはじめとする偉大なピアニストも演奏をした、ドメンヌ・ド・ジョルジュ・

サンドのショパン公会堂(羊小屋ホール)で行われる閉幕コンサート2027で演奏していただきます。

上級愛好家を含む《一般・ピアノ演奏家》部門については、2027年10月にショパンナイトコンサートが催さ
れる際、これは毎年ノアンの近くに位置するシャトーダルスで、ショパンを偲ぶ会を催しているのですが、こ
こはショパンを診察したジョルジュ・サンドのかかりつけ医の持ち物であった場所で、もし貴方がこの部門
で受賞されると、この2027年10月のショパンナイトで演奏することができます。

さて前回と同様に、2027年4月にベヒシュタイン・セントラム東京で開催されるコンクール本選へ向けて、
まずは2026年12月の予選にお申し込みください。
 
そして2027年の７月そして10月にフランスで、ドメンヌ・ド・ジョルジュ・サンドで行われるノアンフェスティバ
ル・ショパンや、シャトーダルスのショパンナイトでご一緒できることを楽しみにしています。

みなさまの幸運を祈るとともに、良い準備をされることを願います。
またお目に掛かりましょう。

Nohant Festival Chopin Piano Competition in Japan organisé avec les pianos C. Bechstein est 
l’occasion pour vous à la fois de concourir, comme dans d’autres compétitions, mais celui-ci 
est particulier car si vous le gagnez, vous pourrez venir à Nohant, ce lieu historique où 
Chopin a composé tant de chefs-d’oeuvre entre 1839 et 1846. 

Que vous soyez un jeune pianiste qui se destine à une carrière de pianiste, ou que vous soyez un amateur qui 
aime la musique de Chopin comme nous l’aimons tous, tout le monde peut participer et avoir une chance de 
gagner deux prix principaux. Dans la catégorie « jeune soliste » : une semaine de masterclasses et un concert 
en clôture du Nohant Festival Chopin 2027 sur la scène de l’Auditorium Chopin du Domaine de George Sand 
où les plus grands pianistes, d’Arthur Rubinstein à Evgeny Kissin, se sont produits depuis 1966. Dans la 
catégorie « grands amateurs » : un concert lors de la Nuit Chopin, en octobre 2027, lors des célébrations de 
la mort de Chopin que nous organisons chaque année au Château d’Ars situé à proximité de Nohant et qui 
appartenait au médecin de George Sand qui a soigné Chopin entre 1839 et 1846. Si vous gagnez cette 
catégorie, vous pourrez jouer au Château d’Ars pour la Nuit Chopin qui aura lieu en octobre 2027. 

Rejoignez-nous en vous inscrivant pour les pré-sélections qui auront lieu à la fin de l’année au C. Bechstein 
showroom de Tokyo en vue du concours qui se déroulera au même endroit en avril 2027. Et j’espère que nous 
nous retrouverons en France en juillet puis en octobre 2027, lors du Nohant Festival Chopin au Domaine de 
George Sand et de la Nuit Chopin au Château d’Ars. 

Bonne chance à tous et bonne préparation. A Bientôt ! 

イヴ・アンリ （ピアニスト・作曲家）

故サンカン、故チッコリーニに師事。1981年
シューマン国際コンクール第1位。ショパンの
時代と現代のピアノを使用し、ショパンの生
涯、そして音楽言語の深い研究、加えて1840
年代の奏法を掘り下げた演奏は注目を浴び、
2010年フランス文部省より「芸術と学問　騎
士勲章」、ポーランドのグローリア・アルティス
を授与される。
2011年よりNohant Festival Chopin会長
就任。2015年ショパン国際ピアノコンクール
の事前審査員、2015年ポーランド・ショパンコ
ンクールのヤング部門の審査員、2016年より
ノアンフェスティバルショパン・インジャパン・
ピアノコンクール審査委員長、ドイツ・シューマ
ン国際音楽コンクール審査員、2023年には第
2回ショパン国際ピリオド楽器コンクールの審
査員の一人に選出される。現在パリ国立高等
音楽院、パリ地方音楽院にて教鞭をとる。

プロフィール

今年も「第6回 ノアンフェスティバル・ショパン・イン・ジャパン・ピアノコン
クール」を開催できますことを、心より嬉しく思います。本フェスティバルに
寄せるコンテスタントの皆様の情熱、そして開催を支えてくださるすべての
関係者の皆様に、深く感謝申し上げます。
ノアンは、ショパンが創作の時を過ごし、多くの名作を生み出した特別な場
所です。そこに流れていた空気、芸術家たちの対話、そして自然とともにあっ
た創造の時間̶̶本フェスティバルは、その精神を日本において分かち合
う場でありたいと願っております。
近年、ピリオド楽器への関心が高まるなかで、ショパンが思い描いた響きや

株式会社ベヒシュタイン・ジャパン
                  代表取締役社長　加藤 正人

表現について語り合う機会が増えております。私たちベヒシュタインが大切
にしている、人の声のような抑揚、豊かな色彩、多層的な響きは、まさにショ
パンの音楽が内包する詩情と深く響き合うものです。そのDNAは創業期よ
り現代に至るまで受け継がれ、音楽を語り合うための楽器として存在し続
けています。
本フェスティバルが単なる技術の競い合いではなく、ショパンの精神に触
れ、音楽を通して互いに学び、響き合う祝祭の場となることを心より願って
おります。コンテスタントの皆様、そしてご指導にあたられる先生方にとっ
て、ここでの時間が豊かな芸術的対話の機会となりますように。

Yves Henry
Président du Nohant Festival Chopin
Créateur de la Nuit Chopin

ノアン フェスティバル ショパン イン フランス会長
ショパンナイト クリエイター 

イヴ・アンリ
翻訳：尾関 友徳

「第5回ノアンフェスティバル ショパン インジャパン ピアノコンクール」
受賞者 ノアン体験レポート
第5回コンクールにおいてノアン賞受賞の島田瑚子さん、
ショパンナイト賞受賞の黒住友香さんのノアン体験レポートをお届けします。

＜Nohant Festival Chopin＞

島田 瑚子さん　ノアン賞受賞

＜Chopin Night＞
黒住 友香さん　ショパン・ナイト賞受賞

ショパンにとって大切な場所
だった、ジョルジュ・サンドの館
で演奏をするという、夢のような
機会を与えてくださいました、イ
ヴ・アンリ先生を始めベヒシュタ
イン・ジャパンの皆様に心より御
礼申し上げます。

当初ショパンの命日に予定され
ていたコンサートは、直前に日程
が1日前倒しになり、プログラム
を考え直す必要があったりと、
様々なハプニングもありました

が、それも含めて今後の糧となる素晴らしい経験となりました。

プログラムはショパンのマズルカOp.30、舟歌、ソナタ第3番を演奏させていただきまし
た。同じコンサートで出演予定だったポーランドの歌手の方が体調不良でキャンセル
と聞いたのはコンサート前日。日本から同行してくれていたデュオのパートナーである
チェリスト神倉辰侑さんがいたこともあり、
アンリ先生からピアノとチェロのデュオコン
サートにしないかと驚きのご提案を頂きま
した。日本からチェロを持って行っていな
かったのですが、現地に偶然にもアンリ先
生の息子さんが20 年以上前に使ってい
たものがありました。

ピアノソロでショパンを、チェロソロでバッ
ハを、そして最後にデュオでメンデルス
ゾーンの無言歌を演奏しました。

当日のピアノは、ショパン時代のプレイエル。
本当に繊細な楽器で、チェロも長い間使われ
ていなかったためいつ弦が切れてもおかしく
ない状態。それでもどちらも素晴らしい楽器
で、あの寒さの中コントロールするのは至難の
業でした。

私たちも、そしてお客様も、心と耳を研ぎ澄ま
せて、かすかな機微を感じようとしていました。
現代では、そして日本では感じられないような
経験でした。 演奏を終えた後に、勇気を振り絞って、丸暗記した拙いフランス語でス
ピーチをしました。詰まりながらもお客様に助けてもらいながら、最後まで話すことがで
きました。「また来年も来てね」と声を掛けてもらえて、何とか想いを伝えられたんだと嬉
しかったです。

ショパンとジョルジュサンドが生きたサンドの館でプレイ
エルを弾けることだけでも奇跡なのに... そんな特別な場
所で、ソロだけでなく当時のピアノとチェロのデュオまで演
奏できたことは今でも信じられないような幸せなことでし
た。
ショパンの命日を偲ぶコンサートとして、私たちにとって
一生忘れられない特別な演奏会となりました。
またもう一度、ノアンを訪れて演奏会をすることが今の私
の夢です。ノアンで出会った素敵な方々に再会できる日
を楽しみに、これからもピアノとショパンに向き合い続け
ます。

2025年7月17日～23日、フランス
中部ノアンのジョルジュ・サンド邸
で開催されたノアン・ショパンフェ
スティバルに参加させていただき
ました。毎日ショパンに触れ、学
び、音楽と向き合い続けたあの時
間は、今も胸の奥に静かに息づい
ています。コンサートやマスターク
ラスがぎっしり詰まった一週間は
決して楽ではありませんでしたが、
その分、かけがえのない濃密な
日 と々なりました。

パリから約4時間、電車と車を乗り継いだノアンへの道のり。窓の外に広がる金色の藁
畑や一面のひまわり畑に、思わず息をのみました。ようやく到着したジョルジュ・サンド
の邸宅は、自然に包まれた静かな美しさに満ちていて、まるで物語の中に入り込んだよ
うな感覚に胸が高鳴ったのをよく覚えています。

毎朝のマスタークラスでは、フォルテピアノとモダンピアノの2台を用いながら、ショパン
の楽譜に込められた意図を丁寧に探っていきました。時代の奏法を意識しながら、ペ

ダルやフレージングを一つひとつ見直していく時間
は、難しさと同時に大きな発見に満ちていました。す
べてフランス語で進むレッスンに必死で食らいつき
ながらも、その場に流れる温かな空気に何度も救
われ、最後まで集中して向き合うことができました。

夜になると、邸宅の隣のホールで開かれる演奏会
へ。ダン・タイ・ソン、シモン・ネーリング、ドミトリー・
アブロギンといった巨匠たちの響きを間近で聴け
たことは、何にも代えがたい経験でした。とりわけ初
めて生で聴いたフォルテピアノの演奏会では、言葉
にできないほど心を揺さぶられ、「これがショパンな
のだ」と全身で感じた瞬間でした。演奏後に直接お
話しする機会にも恵まれ、その音楽だけでなくお人
柄にも強く惹かれました。

邸宅に置かれたプレイエルのピアニーノで演奏させていただいた時間も、忘れられな
い思い出のひとつです。初めて触れる楽器に緊張しながらも、多くのお客様に耳を傾け
ていただけたことが本当に嬉しく、心に残っています。また、朗読劇とともにショパンを
奏でる機会にも参加させていただき、かつてこの場所で過ごしたであろう時間に思い
を重ねながら音を紡ぐという、特別で豊かな体験と
なりました。

最終日には、フランス、ポーランドの受講生とともに
2時間にわたるショパンプログラムを披露しました。
憧れの巨匠と同じ舞台・同じ空間で、満員のお客様
の前に立った瞬間、胸がいっぱいになりました。一
音一音を大切に届けたいという思いで演奏した時
間は、今でも鮮明に心に残っています。

この一週間は、音楽だけでなく、人との出会いにも
恵まれた時間でした。共に過ごした仲間とは、短い
時間とは思えないほど深い絆を感じ、別れの瞬間に
は思わず涙がこぼれました。支えてくださった先生
方やスタッフの皆様、そして温かく見守ってくださっ
たお客様の存在に、何度も励まされ、背中を押して
いただきました。

ノアンで過ごした日々は、私にとって大切な原点の
ひとつになったように思います。ジョルジュ・サンドの
遺したこの場所で、ショパンの息遣いを感じながら
過ごした時間、そして音楽と人とが深く結びつく瞬
間の数々は、これからの私を支えてくれる大きな力
です。

このような貴重な機会をくださった関係者の皆様
に、心より感謝申し上げます。ここで得た経験と出会
いを胸に、これからも自分の音楽と真摯に向き合い
続けていきたいと思います。
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